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17
点
が「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
展
２
０
１
５
」に
出
展

ふれあいの農業の郷歩道橋開通式を開催
スマイルデイズ道の駅やちよ店もオープン

　４月25日、やちよ農業交流センターと八千代ふる
さとステーションを結ぶ「ふれあいの農業の郷歩道
橋」の開通式を開催。約5,100人が来場し、新しく
できた歩道橋の開通を祝いました。
　テープカットなどの式典に続き行われたのは、市
内在住の三世代夫婦２家族を先頭にした“橋の渡り
初め”。古くからの慣わしであるこの渡り初めは、親・
子・孫と三代にわたって夫婦とも健在な家族にあや
かり、橋も丈夫で長持ちしてほしいという願いが込
められています。
　渡り初めの後は、両施設共催で記念イベントを開

　八千代市保品の上
かみや
谷遺跡から出土した遺物が、文化

庁主催の「発掘された日本列島2015（列島展）」に出展さ
れます。列島展は、毎年全国で8,000件ともいわれる発
掘調査の中から特に注目すべき遺物や遺構を取り上げ、
１年をかけて日本全国を巡回展示するものです。今年
度、県内からは唯一、上谷遺跡が選ばれ、17点の出土
品が５月末の東京都江戸東京博物館を皮切りに全国５
か所で展示されます。お問い合わせは、教育総務課文
化財班 481-0304へ。

催。とん汁や新鮮野菜の販売のほか、ポン菓子の無
料配布や餅投げ、ジャズライブや米本神輿の練り歩
きなどが行われました。縁起物の餅投げでは、餅と
一緒にお菓子も投げられ、大人も子どもも歓声を上
げて手を伸ばしました。
◆スマイルデイズ道の駅やちよ店がオープン
　４月21日、ハウス食品が手掛ける「スマイルデイ
ズ道の駅やちよ店」が農業交流センター内にオープ
ン。25日の開通式イベントでは、色とりどりの惣菜
や、市内の野菜がたっぷり入った「やちよキーマカ
レー」を求め、長蛇の列ができました。

八千代市イメージキャラクター「やっち」
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▲ひ孫を含め４世代16人が先頭となり行われた渡り初め
▲「お惣菜がいっぱいあって選ぶのが楽しいですね」と
スマイルデイズ道の駅やちよ店を訪れた買い物客
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おめでとうございます	 （敬称略）

■春の叙勲
【旭日中綬章】▶産業振興功労　佐久間國雄（大和田新田）
【旭日双光章】▶保健衛生功労　鈴木紘一（八千代台東）
【瑞宝小綬章】▶防衛功労　芳賀博光（緑が丘）
【瑞宝双光章】▶国土交通行政事務功労　高久雄治（上高
野）　▶地方自治功労　水野厚（米本）
【瑞宝単光章】▶鉄道業務功労　渡邉邦男（大和田新田）
■危険業務従事者叙勲
【瑞宝双光章】▶消防功労　山﨑春男（島田台）　▶警察功
労　山本孝（高津）
【瑞宝単光章】▶防衛功労　齋藤寛英（大和田新田）

上谷遺跡とは
保品（現もえぎ野）に所在する、県を
代表する集落遺跡です。標高23～26
メートルの台地上に立地し、総面積は
11万4,300平方メートル。平成４年度
と７年～10年度に発掘調査され、奈 
良・平安時代の竪穴建物203軒、掘

ほっ
立
たて

柱建物194棟などが見つかりました。

27年度日本列島展の開催場所と期間

① 東京都江戸東京博物館／
５月30日㈯～７月20日㈷

② 富山県埋蔵文化財センター／
８月１日㈯～９月６日㈰

③ 栃木県立博物館／
９月19日㈯～ 11月１日㈰

④ 岡山県立博物館／
11月13日㈮～ 12月23日㈷

⑤ 岩手県立博物館／
１月14日㈭～２月28日㈰

◆今回出展される資料は
　市指定文化財８点を含む墨書土器11点に加え、
人面刻

こくしょ
書土器、鉄製鋤

すき
先
さき
、土器片を転用した硯

すずり

など上谷遺跡から出土した17点が出展されます。


